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１. 業 績（Ａ） 

（１） 雑誌論文（単 著） 

＊ 竹中治堅「戦前日本における民主化途上体制の崩壊 競争的権威主義体制」比較政治学

会年報第 19号『競争的権威主義の安定性と不安定性』191-225 

＊ 竹中治堅「公論 2017 安倍政権を問う 「安倍一強」の制度的基盤 : 「首相支配」の発

展と国政への責任」『中央公論』2017年 11月号,98-115 

（２） 学会発表 

＊ 「安全保障政策の変容と参議院」政治外交研究会（上智大学, 2017年4月13日） 

＊ 「Transformation of the Japanese Parliamentary System」Internationonal Congress, 

International Institute of Administrative Sciences (エクス・オン・プロヴァンス、フラン

ス、2017年 6月１日) 

＊ 「二つの政権交代 政策は変わったのか」先端行政学研究会（東京大学先端科学研究所 

2017年 7月 7日） 

＊ 「Expansion of Japanese PM power and Corporate Governance Reform」American Political 

Science Annual Meeting（サンフランシスコ、米国、2017年 9月 1日） 

＊ 「Japanese Politics and Prime Minister Abe’s Agenda」Dehli Policy Group Round Table (Dehli 

Policy Group, ニューデリー、インド、2017年 11月 30日) 

＊ 「Reelection of Abe and the Future of Japanese Politics」Donald Trump, Japan and Canada

（Center for Japanese Research, University of British Columbia, バンクーバー、カナダ 

2018年 2月 1日） 

＊ 「Expansion of Japanese PM Power and Transformation of the Japanese Political System」The 

Political Economy of Japan under the Abe Government (Shorenstein Asia Pacific Research 

Center, Stanford University/JSPS, スタンフォード、米国、2018年2月8日) 

 

２. 助成金等による研究 

＊ 科研費（基盤研究 C：16K03463）「国会の議事日程決定権限や首相の補佐体制が首相の

指導力に及ぼす影響の実証的研究」（2016-2019年度）研究代表者 



＊ 科研費（基盤研究 B：16H03579）「商工・通産・経産省の政治的機能の解明による昭和・

平成期の統治構造転換への総合研究」（2016-2018年度）研究分担者 

＊ 野村財団社会科学研究助成「政治改革以後の国内政策や外交・安全保障政策決定過程に

おける首相の指導力の変遷の分析」（2016-2017年度）研究代表者 

＊ 政策研究大学院大学政策研究プロジェクトセンター「政策決定過程の「集権化」の検証」

（2017-2018年度）研究代表者 

 

３. 教 育 

（１） 講 義 

＊ 日本政治と理論分析（春学期） 

＊ Comparative Politics (Fall) 

（２） 論文指導 

＊ Two-year Master’s Program of Public Policy (MP2)：修士課程 1名（主指導） 

＊ Young Leaders Program (School of Government)：修士課程 2名（主指導） 

＊ 政策プロフェッショナルプログラム：博士課程 1名（副指導） 

 

４. 管理・運営への関与 

（１） 委員会 

＊ 図書館運営委員会 

＊ 政策研究センター運営調査会 

＊ 政策研究センター運営調査会補佐会 

（２） プログラム・コミティー 

＊ 政策プロフェッショナルプログラム・コミティー 

＊ 修士課程公共政策プログラム・コミティー 

＊ Young Leaders Program Committee 

＊ One-year/Two-year Master’s Program of Public Policy (MP1/MP2) Committee 

（３） その他 

＊ 政策研究センター所長補佐 

＊ 政策研究センターリサーチプロジェクト「政策決定過程の「集権化」の検証」研究代表者 

＊ 図書選定（政治グループ） 

＊ 修士課程入試採点（2017年 11月） 

＊ YLP 電話面接（2018年 1月 15日１名、1 月 31日 3名） 

 

５. 社会的貢献（Ａ） 

（１） 他大学・研究所等における活動 

＊ 青山学院大学国際政治経済学部非常勤講師 講義「比較政治 I」担当（全 15回 2017年

度前期） 

＊ 東京大学教養学部前期課程非常勤講師 講義「日本の政治」担当（全 13 回 2017 年度

前期） 

（２） 企業，財団法人等における活動 

＊ Nippon.Com 編集委員会委員 



＊ 日本財団、グレートブリテン笹川財団、チャタムハウス共催「日英グローバルセミナー」

企画委員会委員 

 

６. 社会的貢献（Ｂ） 

（１） ジャーナリズムを通じた発言 

① 印刷メディア（新聞，雑誌等） 

＊ 談話「改憲・政権維持 二択の流れ」『日本経済新聞』2017年 7月 6日 

＊ 談話「成長戦略へ姿勢を示せ」『日本経済新聞』2017年 8月 4日  

＊ インタビュー「[語る]政党不信 日程闘争なくす仕組みを」『読売新聞』2017年 8月 17

日 

＊ 談話「党内ガバナンス 自民も参考に」『日本経済新聞』2017年 9 月 2日 

＊ 談話「冒頭解散、唐突で違和感」『日本経済新聞』2017年 9月 26日 

＊ コメント「参院改革 道のり多難＝特集」『読売新聞』2017年 9月 28日 

＊ 寄稿「視座・衆院選 2017 １ 野党と首相、問う機会」『毎日新聞』2017年 10月 4日  

＊ 談話「権力集中 重ねた実績」『北海道新聞』2017年 10月４日 

＊ 談話「希望との合流拙速」『共同通信』、『岩手日報』『静岡新聞』2017 年 10 月 23 日な

どに配信 

＊ 座談会「衆院選 座談会」『読売新聞』2017年 10月 24日 

＊ 寄稿「衆院選の意味と今後の政治 政治資本、社会保障の持続に」『信濃毎日新聞』2017

年 10月 24日  

＊ コメント「野党分裂・与党大賞の衆院選を検証」『共同通信』『信濃毎日新聞』2017年 11

月 5日などに配信 

＊ 寄稿「野党の混迷と与党が果たすべき使命」『潮』2017年 12月号、44-49 

＊ コメント「増税、なぜ会社員ばかり」『日本経済新聞』2018年 1月 12日  

＊ 談話「膠着打開へ党首討論」『日本経済新聞』2018年 3月 28日  

＊ 談話「首相の説明責任 一層重く」『読売新聞』2018年 3月 28日 

＊ 談話「佐川氏証人喚問」『毎日新聞』2018 年 3月 28日 

＊ コメント「森友“改ざん”で万事休した」『週刊朝日』2018年 3月 30 日 

② 電波メディア（テレビ，ラジオ等） 

＊ BSフジ『プライムニュース』「『ポピュリズム』の波 日本の政治が向かう先」2017年

6月 19日 

＊ BSフジ『プライムニュース』「自民幹部に聞く争点」2017年 10月 18日 

＊ ニコニコ動画『国際政治チャンネル（仮）』「衆院選 2017総括」2017年 10月 27日 

＊ テレビ東京『ゆうがたサテライト』2017 年 11月 10日 

＊ テレビ東京『ゆうがたサテライト』2018 年 2月 23日 

③ その他（ウェブ媒体等） 

＊ 寄稿「安倍政権と民主党政権の意外な共通点」WebRonza、2017年 5月 25日 

＊ 寄稿「安倍改憲が直面する３つのハードル：国会情勢、世論、解散権との見合い」

Nippon.com、2017 年９月７日（英語では「Prime Minister Abe’s Drive to Amend the 

Constitution: Can He Overcome the Hurdles?」として 2017年 9月 22日に掲載） 

＊ 寄稿「総選挙の争点・注目点と民進党分裂の意義」Yahoo！ニュース 個人、2017年 10



月 9日 

＊ 寄稿「2017年 衆議院議員総選挙の結果を総括する『排除』発言が与党勝利の理由なの

か」Yahoo！ニュース 個人、2017年 11 月 4日 

（２） 講演会，座談会，会議出席 

＊ セミナー講師「安倍政権の権力構造と政策」Forum 80,東京、2017年４月 27日 

＊ 勉強会講師「『二つの政権交代：政策は変わったのか』」BNP パリバ証券株式会社読書

会、東京、2017 年 5月 10日 

＊ 勉強会講師「安倍内閣の主要政策を振り返る」三井住友信託銀行勉強会、東京、2017年

6月 30日 

＊ 勉強会講師「安倍政権の権力構造と政治過程」大阪倶楽部、大阪、2017年 7月 5日 

＊ 勉強会講師「『二つの政権交代：政策は変わったのか』」番町勉強会、東京、2017年 7月

26日 

＊ 企画委員「UK Japan Global Seminar: Anglo-Japanese Cooperation in an Era of Growing 

Nationalism and Weakening Globalization」(Chatam House、ロンドン、2017年 9月 18日、

19日)  

＊ 勉強会講師「安倍政権の今後を展望する」三井住友信託銀行勉強会、東京、2017年 9月

12日 

＊ 勉強会講師「総選挙の争点と権力構造の変化」富丘経済研究会、東京、2017年10月6日 

＊ 勉強会講師「参議院とは何か―憲法改正の視点から―」経済同友会「憲法委員会」、東

京、2017年 10月 11日 

＊ 勉強会講師「安倍１強の揺らぎ？：官邸主導と総選挙の争点」クラブ関西、大阪、2017

年 10月 12日 

＊ パネルディスカッション司会 東京大学外資系銀杏会「グローバル ビジネス リーダ

ーズ サミット」「マクロエコノミー プロジェクト」東京、2017 年 10月 21日 

＊ セミナー講師 青山社中「議院内閣制と選挙制度」東京、2017年 11 月 1日 

＊ 勉強会講師「安倍１強の政治構造」古典勉強会、東京、2017年 11月７日 

＊ セミナー講師 青山社中「首相の指導力」東京、2017年 11月 8日 

＊ セミナー講師 青山社中「日本政治の構造変化」東京、2017年 11月 15日 

＊ セミナー講師 「安倍１強の政治構造」Forum 80、東京、2017年 11 月 20日 

＊ パネリスト  「Valuing Partnership in Competition」 Horasis Asia Meeting, コルカタ、イン

ド、2017年 11 月 26日 

＊ 公開セミナー講師「Japanese Politics and PM Abe’s Political Agenda」Delhi Policy Group, 

Indian International Centre, ニューデリー、インド、2017年 12月１日 

＊ 外国プレス・外交団向けブリーフィング講師「Japanese Politics Looking Ahead” 2018」

FPCJ Press Briefing、東京、2018年 1月 11日 

＊ 勉強会講師「野党再編の展望と課題」二水会、東京、2018年 1月 22日 

（３） その他 

＊ 学会司会「オーラル・ヒストリーと組織史」「オーラル・ヒストリーの集い」、東京大学先

端科学技術センター、東京、2018年 3月 10日 

＊ 自主ゼミ「竹中ゼミ」大学生と月１回、現代に関連する書籍を読む読書会（於：政策研

究大学院大学） 


